
大磯町議会
　大磯町は、神奈川県の南部に位置する町で、
神奈川県庁の定める区分では湘南地域に属しま
す。面積は17.18㎢、人口は31467人、平成
30年度一般会計予算額は92億8900万円と
なっております。また、湘南発祥の地として知
られ、明治18年に開設された大磯海水浴場
は、日本最古の海水浴場であるとされていま
す。明治から昭和にかけて、保養・療養の目的
で、多くの著名人が長期滞在や別荘を建築する
ようになりました。神奈川県が横浜・鎌倉・箱
根という県内の国際観光地に続く「第４の国際
観光地」を創出するため、「新たな観光の核づ
くり構想」に取り組んでおり、その３つの地域
の一つに認定され、地元が一体となって、地域
の特色を生かし、先進的で魅力的な観光地づく
りをすすめています。
　議員定数は14名で、内５名が女性。平成16
年からケーブルテレビによる本会議の生中
継・再放送を開始し、平成18年には一般質問
に一問一答方式を導入、平成20年に全国町村
議会議長会より表彰を受けております。議会
基本条例は重要項目「情報公開による透明性
の確保」「町民参加と協働」「議員間の自由
討議と反問権」「政策形成能力の向上」の
基、平成21年７月制定されました。条例運用
の特色は、原則すべての会議を公開し、町民
から信頼される議会を目指して、町民との意
見交換会を頻繁に開催されているとのこと
で、常に改革意識をもっている議会であり、
自らが自らの問題・課題を探し、改革に対し
て懸命に活動されております。また、大磯町
議会は、町政の監視が鋭く、予算・決算の審
議では、修正・否決を度々行っております。
本会議、町民への報告会では、パワーポイン
トを使用し、わかりやすく説明する事にも心
がけている議会です。長年開催いている議会
報告会も、今後どうあるべきか検討時期にあ
るそうです。常に問題意識をもって活動され
ている議会は、非常に参考になりました。

箱根町議会
　箱根町は、神奈川県西部、箱根峠の東側に
位置する町で、足柄下郡に属します。面積は
92.86㎢、人口は11389人、平成30年度一
般会計予算額は110億8000万円となってお
ります。富士火山帯に属する箱根火山地帯
で、町のほぼ全域が富士箱根伊豆国立公園に
指定されております。一大自然美と豊富な温
泉、人口の約90％が観光に関係のある仕事に
従事するという観光に特化した町です。「環
境先進観光地－箱根」を掲げ、世界から目標
とされる国際観光地を目指しております。箱
根ジオパークの新たな拠点施設として、平成
26年４月に箱根ミュージアムがオープンしま
した。
　箱根町議会基本条例は、平成20年６月19
日の定例議会において、調査特別委員会が設
置され、議員全員で５年間の歳月を費やして
審議、議会改革テーマ「議論する議会」「開
かれた議会」のもと、平成25年３月議会で制
定されました。いつでも招集可能な議会を目
指し、月２回開催の「月例日」を実施してお
ります。また、議会ホームページは見やすく
充実しており、SNSを活用しメールマガジン
の配信を行っております。気軽に傍聴に来て
頂くために議会傍聴の規則変更を行い、例え
ば子供同伴が可能、スマホ・タブレットの持
込自由、写真撮影・録音が自由、傍聴へのよ
り詳しい資料の貸し出しなどがあります。ま
た、平成30年度箱根町議会の活性化に向けた
理念と方針を掲げ、議員が一つにまとまった
素晴らしい議会でありました。観光の町であ
るがゆえに全てにおいて「おもてなしの議
会」でした。

先進議会を視察 平成30年11月７日（水）～平成30年11月９日（金）
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　10月28日（日）、茂木敏充大臣（経済再
生担当、全世代型社会保障改革担当、内閣府
特命担当）が青森市に来青されました。その
際、随行責任者として、大臣の御供をさせて
いただきました。

神山県議とは政治行動を共にしており、これ
からも平内町発展の為に神山県議と共に歩ん
でまいります。

大臣随行責任者として 神山久志現議会議員と一心同体

　11月15日（木）、補助金に頼らず公民連携で地域活性化を進め、全国から注目を集めている
町、岩手県紫波町へ行ってまいりました。オガールプロジェクトは税金を使って大型の施設開発を
行うのではなく、公は施設を
建設、民は施設を運用して利
益を生み出す事が目的。持続
可能な優れた仕組みと、本気
で町を愛する方々の熱意は素
晴らしいものでした。

着実！ひとつずつ！変わる平内！変わる未来！

無料学習講習会
　青森市のNPO法人ワーカーズコープさんが、小学４年生から中学３年
生を対象に山村開発センターで、月２回程度（年間20～25回程度）、時
間は18時から20時に参加無料の学習講習会を開催しております。今年度
は終了してしまいましたが、来年度、お子さん・お孫さんを参加させては
いかがですか。

☎017-718-4103NPO法人ワーカーズコープお問い合わせ

岩手県紫波町「オガール」視察

※この新聞は後援会討議資料です

電話 017-763-0170　FAX 017-755-4295　携帯 090-3125-8752
メール tanakada@rmail.plala.or.jp

町政へのアイディア、ご提案、ご要望募集中！
皆様から頂いたお声は、議会で質疑したり担当課に直接要望したり、責任をもって町へ届けます！

T A N A K A  D A I  I N F O R M A T I O N P.2T A N A K A  D A I  I N F O R M A T I O NP.6

　10月25日（木）、青森県防災航空センターと青森県防災
教育センターを視察してまいりました。
　平成7年４月１日から運航されている青森県防災ヘリコプ
ター「しらかみ」は、現在２代目の機体となっておりま
す。１機17億円のヘリコプターであるが、運航経費は、お
およそ１時間100万円と維持費も大きい。防災航空セン
ター勤務者は19名、うち10名が防災航空隊員である。運航
時間は、原則8時15分から17時15分であるが、緊急時は運
航管理責任者が別に指示するものとしている。運航実績を
見てみると、年間運航時間の５割は自隊訓練に費やしてお
り、次いで捜索救助が40時間となっている。救急活動では
県外病院への搬送はドクターヘリではなく「しらかみ」が
行っており、年間15時間程運航している。また、広域航空
消防活動として北海道・東北・新潟の８道県が協定を締結
しており、平成29年度には岩手県への運航実績がある。出
動条件は、３つ。緊急性、公共性、非代替性で、通報後３
つの条件が揃っている事を確認後、出動検討されるとの事
です。平内町へは過去に夏泊沿線への山火事に２日間出動
したが、町営グラウンドに消火栓を新設していただきたい
と防災航空隊より要望がありました。
　青森県防災教育センターは、体験型防災学習施設であ
る。今回体験したのは、「119通報体験」、「地震体
験」、「AED救急体験」、「消火器体験」、「火災煙内体
験」であったが、我々大人でも楽しく学べる施設でした。地震体験装置は平成30年１月に導入さ
れた最新の装置で、プログラミング制御により震度３から震度７までの横揺れ、縦揺れを体験で
き、国内で発生した地震を忠実に再現できる性能を有しています。我々は、身近に楽しく体験し、
学べる施設があることを町民に周知することを忘れてはなりません。

防災行政視察
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「
防
災
備
品
購
入
補
助
制
度
に
つ
い
て
」

平
成
30
年
第
四
回
議
会
定
例
会
一
般
質
問

　
皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
今
年
１
年
の
我
が
町

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
大
き
な
出
来
事
が
２
つ
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
今
年
５
月
に
全
メ
ニ
ュ
ー
ホ
タ
テ
料
理
に
特
化
し
た
全
国
初

と
な
る
ご
当
地
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ホ
タ
テ
一
番
」
が
開
業
し
た
こ
と
で
あ
り
、

年
間
３
万
人
の
来
場
者
目
標
に
対
し
て
、
開
業
２
か
月
で
１
万
人
を
突
破
、

更
に
１
０
１
日
目
に
し
て
目
標
の
３
分
の
２
に
あ
た
る
２
万
人
を
突
破
し
た

こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
出
来
事
で
あ
り
、
年
間
目
標
の
突
破
は
も
と
よ
り
、

こ
の
快
進
撃
が
元
号
が
変
わ
り
来
る
べ
き
新
年
も
続
く
よ
う
心
か
ら
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
も
う
１
つ
は
平
内
町
の
平
均
寿
命
の
こ
と
で
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、

当
町
の
男
性
平
均
寿
命
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
、
女
性
平
均
寿
命
が
ワ
ー
ス
ト

12
位
と
非
常
に
不
名
誉
な
記
録
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
打
破
す
べ
く
去
る

12
月
４
日
に
「
平
内
町
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
が
な
さ
れ
、
こ
の
中
で
町

長
は
５
年
後
に
は
県
内
１
位
の
長
寿
を
目
指
す
」
と
力
強
く
宣
言
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
我
々
議
員
一
同
も
町
民
の
代
表
と
し
て
、
行
政
と
手
を
携
え
て
目
標
達

成
に
向
け
て
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
質
問
に
は
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
日
本
で
は
巨
大
地
震
や
津
波
、
台
風
や
記
録
的
大
雨
に
よ
る
被
害
が

多
く
発
生
し
て
い
る
の
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
災
害
の
経

験
か
ら
様
々
な
防
災
・
減
災
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
想
定
外

の
大
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
自
然
災
害
を
避
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
備
え
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
に
は
、
行

政
や
町
民
、
企
業
や
自
主
防
災
組
織
と
の
協
働
、
ま
た
は
地
域
の
団
体
等
が
連

携
し
、
災
害
に
強
い
町
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
ず
、
自
助
と
い
た
し
ま
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害
や
防
災
対
策
に

関
す
る
知
識
を
高
め
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が

非
常
に
大
事
な
事
で
あ
り
ま
す
。
先
般
、
青
森
県
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
あ
お

も
り
お
ま
も
り
手
帳
」
が
毎
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
行
政
区
が
点
在
す
る
当

町
の
特
性
に
合
わ
せ
た
町
独
自
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
配
布
し
、
自
助

精
神
の
涵
養
を
図
る
こ
と
の
必
要
性
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
大
災
害
が

発
生
し
た
時
は
、
イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
、

公
助
で
あ
る
行
政
や
消
防
に
よ
る
支
援
物
資
供
給
や
救
助
に
も
時
間
を
要
す
る

状
況
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
非
常
食
や
飲
料
水
、
毛
布
等
の

防
災
備
品
を
備
蓄
し
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、
非
常
時
に
こ
れ
ら
の
物
資
等
を

指
定
避
難
所
に
届
け
る
事
が
で
き
な
く
な
る
状
況
も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
寝
屋
川
市
が
市
民
の
自
助
の
備
え

と
し
て
の
備
蓄
を
支
援
す
る
た
め
、
家
庭
用
防
災
用
品
の
購
入
費
補
助
を
始
め

ま
し
た
。
補
助
の
対
象
と
な
る
費
用
は
、
必
須
購
入
品
費
、
衛
生
用
品
費
、
地

震
対
策
用
品
費
で
あ
り
ま
す
。
対
象
防
災
用
品
の
品
目
は
指
定
さ
れ
て
お
り
、

必
須
購
入
品
と
し
て
、
保
存
食
と
保
存
水
が
あ
り
、
既
製
の
防
災
セ
ッ
ト
で
保

存
食
、
保
存
水
が
両
方
含
ま
れ
て
い
れ
ば
セ
ッ
ト
全
体
が
補
助
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
衛
生
用
品
は
、
生
理
用
品
、
哺
乳
瓶
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、

家
庭
用
簡
易
ト
イ
レ
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
、
お
む
つ
、
緊
急
避
難
時
持
出
袋
、
口
腔
ケ
ア
用
品
、
応
急
手
当
用
品

が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
地
震
対
策
用
品
と
し
て
、
家
具
転
倒
防
止

器
具
、
家
具
転
倒
防
止
板
、
転
倒
防
止
粘
着
マ
ッ
ト
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
乾
電
池
、
分
電
盤
型
感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
、

簡
易
型
感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
、
コ
ン
セ
ン
ト
型
感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
が
対
象
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
補
助
金
の
額
は
、
購
入
等
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１
で
、
上

限
１
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
購
入
先
は
市
内
の
商
店
や
業
者
と
い

う
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
の
事
で
す
。
補
助
事
業
導
入
後
、
市
民
の
防
災

意
識
向
上
が
図
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
単
年
度
で
予
定
し
て
い
た
事
業
で
し

た
が
、
市
民
か
ら
の
継
続
要
望
が
大
き
か
っ
た
事
か
ら
次
年
度
も
継
続
事
業
と

な
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
平
内
町
で
は
、
近
年
大
き
な
災
害
は
発
生
し
て
い
な
い
が
為
に
、
町
民
は
防

災
意
識
が
低
く
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
防
災
用
品
の
購
入
は
し
て
い
な
い

と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
自
助
の
意
識
を
植
え
付
け
る
為
に
も
、
事
業
に
は

相
応
の
予
算
を
要
し
ま
す
が
、
町
民
の
防
災
意
識
を
変
え
る
機
会
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
防
災
備
品
を
備
蓄
す
る
事
で
、
そ
れ
が
連
鎖
し
備
蓄
率
が
向

上
す
る
と
、
共
助
と
も
言
え
る
地
域
で
の
避
難
訓
練
も
、
よ
り
効
果
的
な
も
の

に
な
る
事
も
期
待
で
き
ま
す
。
青
森
県
内
に
も
主
な
断
層
と
し
て
「
青
森
湾
西

岸
断
層
帯
」
「
津
軽
山
地
西
縁
断
層
帯
」
「
折
爪
断
層
」
の
３
つ
が
存
在
す
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
特
に
我
が
平
内
町
に
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
蓬
田

村
か
ら
青
森
市
に
至
る
「
青
森
湾
西
岸
断
層
帯
」
は
将
来
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
３
程
度
の
地
震
発
生
率
は
、
今
後
30
年
以
内
で
0
・
5
〜
１
パ
ー
セ
ン
ト
、

50
年
以
内
で
0
・
8
〜
２
パ
ー
セ
ン
ト
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
発
生
率
は
低

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
、
今
か
も
し

れ
ま
せ
ん
、
明
日
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
我
々
は
、
普
段
か
ら
防
災
力
を
高
め
、

し
っ
か
り
減
災
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
取
組
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
防
災
備
品
購
入
補
助
制
度
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ず
、

当
町
の
こ
れ
ま
で
の
災
害
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
41
年
10
月
の

集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
死
者
３
名
が
発
生
し
た
以
降
、
昭
和
43

年
の
十
勝
沖
地
震
、
ま
た
、
昭
和
58
年
の
日
本
海
中
部
沖
地
震
や
記
憶
に
新
し

い
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
な
ど
近
年
、
全
国
的
に
も
甚
大
な
災
害
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
が
幸
い
に
し
て
当
町
で
は
大
き
な
被
害
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
民
の
防
災
へ
の
意
識
の
低
さ
も
ま
た
事
実
で
あ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
町
で
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
の
備
え
と
し
て
、

県
が
配
布
し
た
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
加
え
、
本
年
９
月
に
は
内
童
子
地
区
に

お
い
て
水
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、
ま
た
、
藤
沢
町
内
会
の
自
主
防
災
組
織

へ
は
補
助
事
業
を
活
用
し
た
煮
炊
き
釜
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
防
災
備
品

の
整
備
を
行
い
防
災
力
の
強
化
を
図
り
、
さ
ら
に
は
行
政
協
力
員
に
向
け
た
防

災
に
関
す
る
研
修
会
を
行
い
、
防
災
力
の
強
化
、
防
災
意
織
の
向
上
を
図
っ
て

田
中
大

町
　
長

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
地
域
防
災
計
画
の
大
幅
な
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
の
で
、
町
民
に
対
し
配
布
す
る
概
要
版
作
成
を
急
い
で
お
り
、
更
な
る

意
識
向
上
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
防
災
備
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
町
内
の
各
避
難
所
へ
一
定
量
の
非
常

食
や
毛
布
、
保
存
水
な
ど
備
蓄
し
て
お
り
災
害
に
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
行
政
に
よ
る
公
助
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、

家
庭
に
お
い
て
の
備
え
を
し
っ
か
り
行
う
自
助
が
重
要
で
あ
り
、
防
災
備
品
の

購
入
補
助
に
つ
い
て
も
有
効
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
町
内
の

取
扱
店
と
の
調
整
等
、
課
題
が
い
く
つ
か
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
県
内
外
の
動
向

を
見
据
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
自
主
防
災
組
織
の
拡
充
、
各
町
内
会
に
お
け
る
避
難
訓
練
な
ど
を

通
じ
、
町
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
減
災
強
化
に
努
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
質
問
の
中
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時
は
、

公
助
で
あ
る
行
政
や
消
防
に
よ
る
支
援
物
資
供
給
や
救
助
に
も
時
間

を
要
す
る
の
み
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
公
助
そ
の
も
の
の
機
能
が
失
わ
れ

る
こ
と
も
大
い
に
想
定
さ
れ
ま
す
。
災
害
発
生
時
の
一
番
の
基
本
は
自
助
で
す
。

自
助
精
神
の
涵
養
を
図
る
た
め
に
も
、
是
非
、
再
考
し
て
の
早
急
な
制
度
導
入

を
要
望
し
て
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

田
中
大

か
ん
よ
う

ね
や
が
わ
し


